
平成２９年度 島根中央高等学校 学校評価報告書             【評価】 Ａ：十分達成 Ｂ：概ね達成 Ｃ：やや不十分  Ｄ：全く不十分         ※「QSE＋」…学校評価アンケートの肯定的評価％

評価計画 自己評価 学校関係者評価 
次年度への改善策 

重点目標 具体的目標 具体的取組事項 評価指標 評価 取り組み状況と課題 評価 意見 

生徒一人一人の

理解に努め、生

徒の基本的生活

習慣の確立を図

るとともに、自

立して生き抜く

力を養う 

教職員の生徒理解

を深める 

いじめ防止委員会、各種ア

ンケート(ＱＵ、人権等)、

中学校情報共有、個別面談

委員会開催回

数、評価アンケ

ート 

Ｂ 

いじめ防止委員会週1回計37回開催。「教員との対話、相談しやすさ」

QSE+：生徒79、保護者80。新入生支援シートの導入、無記名持ち帰り式

のアンケートを新たに実施。近隣地区ＰＴＡも再開した他、県外生徒募

集に合わせて現地保護者面談、地区ＰＴＡを実施。 

Ｂ 

・１年生に学籍異動があったのは残念。本

人、保護者とも、環境や学校生活について

十分に納得して入学できるような体制づ

くりが必要。 

・寮生の外泊許可条件の拡大は良かった。

有意義に運用して欲しい。 

・まち親さんの助力は多大。まち親と生徒

との交流の程度差により、個人の負担感が

ないような配慮を継続すること。 

・支援シートや持ち帰りアンケートなど

生徒理解の新しい試みは評価したい。 

・教育相談コーディネーターの配置など、校内

の教育相談体制を見直し、生徒が相談しやすい

組織づくりを行う。 

・地区ＰＴＡや保護者懇談会は継続して実施。

各行事等を、保護者と連携が取れる機会として

意識し、また効果的な情報発信等、保護者と協

働した生徒の育成体制を強化する。 

・生徒の半数を占める寮生の生活保障、学習支

援の積極的な改善に取り組む。 

基本的生活習慣の

確立を図る 

あいさつ運動、登校指導、

服装指導、清掃指導、寮生

活指導 

評価アンケー

ト 
Ｂ 

「規律指導」QSE+：生徒80、保護者82。生徒の自主性尊重育成のため寮

生の外泊許可を実施。あいさつは良好、少数の女子の身なりを継続指導。

整理整頓、持ち物管理ができない生徒が多い。 

心身ともに健康な

生徒の育成を促す

朝読書、読書推進、スクー

ルカウンセラー、健康観

察、人権研修、寮生活指導

評価アンケー

ト、出席率、皆

勤率 

Ｂ 

QSE+：「図書館利用しやすさ」生徒86。「健康支援」生徒78、保護者68。

「人権教育指導」生徒91、保護者70。出席率97.7％、皆勤率45.2％。

まち親さんに大いに助けられている。月２回のカウンセラーはフル稼働

で、心のケアが必要な生徒は多い。 

生徒の進路実現

のため、教員の

授業力・人間力

の向上に努め、

学力の向上を図

る 

授業を改善し、学

習に取り組む姿勢

の向上を図る 

授業規律、ＩＣＴ活用、授

業研究会、夜勉 

授業評価、家庭

学習時間調査 
Ｃ 

QSE+：「授業充実」生徒79、保護者66。全科目で新指導要領に対応した

研究授業を実施。試験期間中の学習時間は平均150分。日常の学習習慣

づくりのための仕組みづくりが課題。3 年生で実進路に対応した授業を

望む声がある。 

Ｃ 

・入試制度も保護者世代が体験したもの

とは大きく変わってきている。引き続きＰ

ＴＡと連携した進路理解の取り組みを望

む。 

・様々な進路希望の生徒が混在する中で、

この特色を良い方向に生かす工夫を。 

・大学入試も数年後に大きく変わる。スピ

ード感を持った体制づくりと、そのＰＲに

積極的に取り組まれることを大いに期待

したい。 

・高校生として身につけるべき全教科学力と、

受験科目学力の育成について、授業の持ち方や

補習の在り方など、生徒の進路実現をかなえる

方策を検討する。 

・家庭学習習慣の確立について、学習課題の課

し方など改善する。 

・進学ゼミを部活動と同じレベルで活動でき

る体制をつくる。 

・新指導要領や新しい大学入試に対応した教

育課程を研究し、積極的な授業改善に取り組み

指導力の向上を図る。 

・キャリア教育に関わる校内行事への保護者

の参加について検討する。 

計画的な進路指導

により共通理解を

もって指導する 

進路検討会、コース選択検

討会、進学ゼミ、個別教科

指導、面接指導 

評価アンケー

ト 
Ｃ 

QSE+：「進路情報提供」生徒79、保護者77。進路行事をＰＴＡと共催実

施。早期の情報収集や情報提供、キャリア研究の時間確保が必要。進学

ゼミを実効性のあるものにする体制づくりが課題。 

教員研修を積極的

に行う 

校内研修、校外研修、教科

研修 
研修参加度 Ｂ 

毎年の服務・ハラスメント・情報モラル・人権研修にほぼ全職員が参加。

新たな校内研修として、授業法研修、いじめ防止研修を実施した。校外

研修については、全教員が平均２回程度参加した。県外先進校視察は学

校としての参加は実施できなかった。 

地域を知り地域

と連携すること

によって、魅力

と活力ある学校

づくりを推進す

る 

地域に根差したキ

ャリア教育を実践

する 

総合的な学習、ふるさと

学、まちキャン 
生徒レポート Ｂ 

1 年生総合学習では、ふるさと学として地域・学校活性に関するグルー

プ実践研究を実施。川本町以外での活動、まちキャンの改定を含め、３

年間を見通したキャリア教育プログラムの構築が課題。 

Ｂ 

・授業や行事等での地域活動は根付いて

きた。 

・部活動でもっと地域と連携することが、

学校の魅力をより作り出すことにつなが

る。部活動経験者の保護者や卒業生（ＯＢ・

ＯＧ）を積極的に学校に招き、生徒を指導

してもらうなどの活動が、地域へのＰＲに

もなり、学校の活力につながるのではない

か。 

・「まちごとキャンパス構想」を見直し、現在の

課題解決に向けた新たな取組を設定する。 

・町内教育団体との合同会議への積極的な参

加や、中学校との合同授業、授業の相互参観な

ど企画する。 

・イベント催事だけでなく、年間をとおした地

域の活動について情報を生徒に提供し、積極的

な地域交流を促す。 

地域との連携を深

める 

地域系部活動、地域産業体

験、地域意見交換会、まち

親交流会 

評価アンケー

ト 
Ａ 

QSE+：「地域連携・情報発信」生徒89、保護者82。外部団体主催「マイ

プロジェクト」を含め、三江線応援、まち親交流、公民館活動など生徒

が自主的に活動を広げた。フェイスブックは週３～５回更新。マチコミ

メールを緊急連絡以外にも活用。 

中学校との連携を

深める 

オープンスクール、学校説

明会、部活動説明会、中高

連携授業 

新規説明会・連

携授業開催数 
Ｃ 

オープンスクールには県内外64校、236名参加。人権教育授業は中学校

にも公開。中高合同の英語授業実施。小学校で絵本読み聞かせ活動を新

たに実施。連携交流の時間確保と調整が課題。 

部活動、学校行

事、体験活動等

を充実すること

により、生徒の

豊かな感性や知

性を醸成し、自

己有用感の向上

を図る 

部活動への加入を

促進する 

部活動紹介充実、地域系活

動充実 
部活動加入率 Ｂ 

部活動加入率93.6％。部活動以外にも、地域系活動や生徒会、家庭クラ

ブ活動でほぼすべての生徒が課外活動に参加している。部活動以外の課

外活動参加への対応、進学ゼミとの両立などが課題。 

Ｂ 

・中学校との合同部活動をどの部でも実

施するなど、積極的に企画してはどうか。

・外部指導者として、地域人材を大いに活

用する姿勢を。顧問と連携を取りながら指

導をお願いできれば、個々の技術向上につ

なげていくことができる。 

・10 周年記念事業については、引き続き

募金を有効な方法で生徒の学校活動に活

用して欲しい。 

・地域系部活動のあり方を整理し、より活動し

やすく魅力ある活動にするための改善方法を

検討する。 

・部活動としてではなく、生徒が個別で地域活

動に参加できる体制をつくる。 

・各部の卒業生が部活動現役生の指導に関わ

りやすい働きかけを検討する。 

部活動の実績を向

上する 

外部指導者確保、部活動コ

ーディネーター導入 

大会成績、評価

アンケート 
Ｂ 

カヌー国体入賞・全国総体出場、吹奏楽全国コンテスト出場、自然科学

部全国総文祭出場、写真部自然科学部H30総文祭出場権獲得。QSE+：「部

活動活発」生徒84、保護者86。部員数のバランスや専門指導者の確保が

課題。 

創立 10 周年事業

等の学校行事を主

体的に運営する 

ＰＴＡ・卒業生会・後援会

との連携 

関係各会意見 

進捗状況 
Ｂ 

10周年記念式典他事業は、ＰＴＡ・卒業生会・後援会他、地域の多大な

支援により式典は無事実施。募金は目標額を達成。多目的集会室の整備、

図書室の情報センター化、記念誌について継続実施中。 


